
















要約:母子保健の健康水準を保持し増進させながら、事業を実践していくためには、サービ

ス需要に応じたマンパワーの整備が不可欠である。そこで、2 つの作業仮説を設定した。

一つの仮説は、母子保健サービスの需要と供給体制としての専門職マンパワーの稼働量と

の間には有意な関連があること、2 つ目の仮説は、単位出性数に対する専門職マンパワー

稼働量と、母子保健の健康水準との間には有意な関連があることである。このことを実証

するために、保健所及びその管轄する市町村を対象として、アンケート調査を実施した。

その結果、母子保健に関する保健婦の全稼働時間と出生数との間には、一定で統計的に有

意な関連性が示された。また乳児死亡率と単位出性数に対する保健婦の全ての稼動量との

関連では、一定の負の関連が示されたが、統計的には有意ではなかった。 


